
（別紙３）

～ R7年　11月　15日

（対象者数） 26 （回答者数） 22

～ R7年　11月　15日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

非常勤職員も含め、研修を周知し、一人一人のスキルアッ
プ。

2

良い行動を見逃さないように職員全体で見守る。

職員の確保と一人一人のスキルアップ。

3

しっかりと自分の意思を選択できるように継続をしていく。
たくさんの選択肢から選ぶことが難しい子には、2択にしたり
工夫をする。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

職員の確保とスキルアップ。

2

確実に引き継ぎや申し送りの要点が確認出来るように、日誌
に分かりやすく記入する。
なるべく固定のシフトが組めるような職員配置の工夫。

3

障害特性に合わせた対応をチームとして行っている。 児童の状況・対応などを日々共有している。
非常勤職員も含め、ホウレンソウをしっかりと行っている。

子どもたちが楽しく通っている。

安全面の配慮が出来ている。

良い行動などが出来た時は、しっかりと褒める。

個別や集団で外出する際も安全をしっかりと配慮した配置にし
ている。

子どもたちに選択の機会を多く作っている おやつのメニューや1日のスケジュール管理など、子どもたち
に選択をしてもらっている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

外出場所が限られてしまう。 小学校低学年や重度の子どもも多いので、外出場所が限られた
り、全員での外出が難しい時がある。

非常勤職員が打ち合わせに参加出来ない事がある。
引き継ぎが難しい。

支援中に情報共有するのは難しい。
利用している子どものメンバーが曜日によって違うので、固定
でシフトに入れないと、引き継ぎが難しかったり、慣れるまで
に時間がかかる。

R7年　10月　22日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R7年　2月　25日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービスまいまい1

○保護者評価実施期間 R7年　10月　20日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



（別紙３）

～ R7年　11月　30日

（対象者数） 34 （回答者数） 33

～ R7年　11月　15日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・プログラムの振り返りを行い、より良く変化させたり、マ
ンネリ化しないように考えていく。

2

・始業時間が遅い、非常勤職員にも情報をしっかり伝える。

3

・保護者会の回数を増やし、家族が参加できるイベントなど
を行っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・プログラムや職員配置の見直しをして、一人ひとりの子ど
もと関わる時間を増やしていく。

2

・支援中にアドバイスする機会を多くして実践し、経験を積
んでいく。
・児童状況表などを作成し、共有していく。
・専門的支援を学んで、現職員のスキルアップを行う。

3

・職員会議の他に職員面談などの機会を多くしていく。
・業務マニュアルなどは配布したが、それを実践に生かせる
ように説明し指導していく。

○従業者評価実施期間 R7年 10月　22日

○従業者評価有効回答数

○事業所名 放課後等デイサービスまいまい2

○保護者評価実施期間 R7年　10月　20日

○保護者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R7　年　2月　27日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

・経験豊富な職員、学生や若い職員などと組み合わせて職員
配置ができているので色々な関わりができる。
・職員間で情報共有ができている。
・課題や帰りの会のプログラム、外出先など職員間や児童と
情報、意見交換を行っている。

・職員に細かいマニュアルを配布している。
・始業時や終業時に打ち合わせや振り返りを行い、情報共有
をしている。

・活動プログラムが充実している。 ・個々に合わせた内容の学習や季節に合わせた製作、週ごと
に替わる帰りの会のプログラム、季節行事、公園で身体を動
かすなど短時間でも充実できるように考えている。
・おやつや外出先など児童と話し合って児童が選択できる機
会を多くするようにした。

・支援をする上で専門的なアドバイスができていない。
・児童一人ひとりの状況や特性などを充分に伝えきれていな
い。
・言語療育は実施しているが、作業療法など更なる専門的な
支援ができていない。

・送迎の出入りもあり、支援中に十分にアドバイスすること
ができなかった。
・児童の状況の詳細を伝えたり、それぞれの支援に対する意
見をじっくり話し合う時間を充分に設けられていない。

・非常勤職員が打ち合わせに参加できず、情報共有ができて
いないことがある。
・一人ひとりの職員の考えや思いを話せる機会が少ない。
・全体の業務の流れや内容を把握している職員が少ない。

・支援に入ってしまうと情報共有するのは難しい。
・利用している子どもが曜日によって違うので、伝えきれて
いない。

・保護者と情報共有や相談、情報提供ができている。 ・連絡帳だけでなくLINEなどで児童の状況を伝えている。
・今週の活動等で活動のねらい、様子を写真付きで伝えてい
る。
・定期面談の他にも相談を随時している。
・卒業生の保護者を招いて就学就職の情報提供や将来への相
談を行える機会を作り文書でも配布している。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・職員が一人ひとりの子どもと関わる時間が少なくなる時が
あり、子どもの思いを十分に聞けていなかったり、自主活動
ができない子に十分に関われなかった。

・送迎や外出などで職員の出入りが多くなっている。
・活動プログラムに時間がかかり、自由時間が少ない時があ
る。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙３）

～ R7年　11月　30日

（対象者数） 23 （回答者数） 21

～ R7年　11月　26日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

継続していく。

2

良い行動を見逃さないように全体で見守る。
全職員で子供たちと積極的にコミュニケーションを図ってい
く。

3

来ている子どもたちがより、仲良く過ごせるよう職員が仲立
ちをしていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

その都度、雑に扱わないように声替えをしたり、置き方に工
夫をしていき一つずつ意識していけるよう支援する。

2

新しい職員を募集し、育てていく環境を構築すること。若い
職員を積極的に雇っていく。

3

送迎をやってくれる職員を増やす。学校送迎数を減らすよう
に組む。

好きなことをする時間と作業をする時間のメリハリがしっかり
と出来ている。

子供達が上手く切り替えができるように自由時間の過ごし方や
声掛けのタイミングに気を付けている。

○事業所名 放課後等デイサービスまいまい３

○保護者評価実施期間 R7年　10月　20日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 R7年　10月　22日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R7年　2月　27日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

子どもたちが楽しく通っている。
子供達の思いを汲んだ活動が出来ている。

良い行動が出来た時はしっかりと褒める。
日々コミュニーケーションをとり、些細な会話からも思いを聞
くようにしている。

中高生対象に行っているため、課題が絞りやすい。 年齢を中学生からの受け入れにしているので、子供たちもお互
いに付き合いやすく、課題が見えやすい。子供同士でも注意喚
起をしてくれていて、職員が声をかけるより効果的である。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

実際の作業所ではないため、作業材料や、完成品に対する扱い
方の意識をさせるのが難しい。

実際の作業所では、材料、完成品は商品で売り物となるが、そ
ういった所を理解せさせるところが難しいため、扱いが雑に
なってしまう。

職員体制がギリギリの為、代わりがいないため配置が困難。職
員の平均年齢が高い。

職員の急な休みがあった場合、補充がきかないことが今後出て
きそうで、そうなった場合は休所するしかなくなっている。ベ
テラン職員で普段の対応は良いのだが、今後を見据えた時に先
細って行くのが分かる。

送迎の兼合いで職員が事業所に少ない時間ができ、より細かな
対応が出来ないところがある。

どうしても送迎があっての事業所なので、無くすわけにはいか
ないが、人手が足りていない。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

放課後等デイサービスまいまい1
公表日 R8年3月26日

利用児童数 26 回収数 22

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 20 2

・個別課題を行う場所と遊ぶ場所を分け
ており、工夫されている。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 21 1

・個別で対応して頂けるので安心してお
願いできます。
・とても手厚いと思います。
・たくさんの先生に見ていただいてい

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い
ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や
情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

20 1 1

・壁がガラス張りだったり、タイムスケ
ジュール等、大変分かりやすく教えて頂
いています。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。
また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。 21 1

・きれいに整えられています。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援
が受けられていると思いますか。  22

・重い障害がありますが、専門性の高い
支援を受けられ安心しています。
・気が付いたことを共有してくれます。
・とてもそう思う。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と
合っていると思いますか 。 22

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分
析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて
いると思いますか。

22
・とてもそう思う。

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの
「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支
援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適
切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います
か。

22

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 22

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います
か。 21 1

・電車に乗る等、一見地味に感じるプロ
グラムも障害の重い子の親からすると大
変ありがたいです。
・いつも楽しんでいる。

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会
がありますか。 6 6 1 9

・自分の子どもが利用しているタイミン
グでは行われていない為。
・いつもの環境で安心して過ごせること
が第 優先な 問題な す

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい
て丁寧な説明がありましたか。 21 1

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま
したか。 22

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています
か。

20 2
・たくさん情報提供してもらっているの
で、（チラシなど）ありがたいです。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に
ついて共通理解ができていると思いますか。 21 1

・充分すぎるぐらい。
・ここまでして頂ける事業所はなかなか
無いと思います。

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 21 1

子どもたちが帰った後におもちゃ、施設
内外、玄関内外、送迎車などのアルコー
ル消毒を行っています。また、前述の通
り生活空間は、活動に合わせて分けてい
ます。

言語聴覚士の助言指導、また県主催の研
修などで学んだ事なども取り入れ、支援
を行っています。また、写真カード・絵
カード・予定表なども使い、子どもの特
性に応じた支援を行っています。

作成した支援プログラムをホームページ
に公表しています。

半年に1度の面談や日々の連絡帳などご
家庭と情報交換をしながら個別支援計画
を作成しています。

環
境
・
体
制
整
備

適
切
な
支
援
の
提
供

ガイドラインの内容を踏まえ、保護者と
の面談・児童の状況を鑑みて作成を行っ
ています。

面談時などに個別支援計画の説明をさせ
て頂いております。

帰りの会で行うゲームなども一週間を通
して行う事で理解や習熟も進んでいきま
す。また製作や行事も季節ごとに変えて
行っています。

近隣の公園で地域の学童の子ども等に会
い、挨拶を交わすことはあります。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

設置基準を超えた広さは確保していま
す。子どもたちの人数が多い時には狭い
と感じる事はありますが、まいまいでは
静と動のメリハリをつけた活動を大切に
しており、室内では気持ちを落ち着かせ
課題に取り組むよう広すぎない方が良い
とも感じます。
職歴・資格等は、年度初めのまいまいだ
よりの職員紹介欄に記載しています。基
準の人数を配置し条件を満たした加算を
頂いています。
トイレ以外は段差のないバリアフリーに
なっていますが、トイレは構造上段差が
出来てしまいます。対策として両側に手
すり、便器前にも折り畳み式の手すりを
設置しています。
また、利用する際には職員が付き添い安
全に配慮しています。

契約時や個別支援計画書・連絡帳・代理
受領通知書などを通してお知らせしてい
ます。ご不明な点はお問い合わせくださ
い。
半年に1度の面談でお伝えしています。

ペアレントトレーニング指導者養成研修
修了者がいるので、面談などの助言に活
かしています。

連絡帳や必要に応じて電話や面談で共通
理解が出来るようにしています。

定期面談の他に、必要に応じて面談を
行っています。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 22
・大変分かりやすく専門的な支援で共感
的ですし、障害児を好きな気持ちが伝
わってくる支援です。

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流
の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ
い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら
れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

15 4 1 2

・兄弟向けのイベントの有無は分からな
いが、保護者のイベントは開催されてい
る。
・兄弟同士の交流はないように思う。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている
とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周
知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています
か。

22

電話でも対応して頂いております。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると
思いますか。 22

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制
等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ
れていますか。

22

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 22

23
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま
すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

22

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓
練が行われていますか。 21 1

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、
安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。 21 1

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事
故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。 22

・少しの怪我も丁寧に説明頂いていま
す。

27 こどもは安心感をもって通所していますか。  22
・夏休み等、長期休みでも飽きる事なく
楽しく通所しています。
・安心して楽しみにしている。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 22
・明日まいまいと言うとぴょんぴょん飛
び跳ねます。
・毎回行く前も帰宅してからも楽しそう

す

29 事業所の支援に満足していますか。 22
・大変満足しております。
・大満足です。

卒業生の保護者による講演会及び保護者
会を行いました。

子どもや保護者の方の状況に応じて、絵
カードや写真など、視覚的な情報伝達方
法を使用したり、配慮をしています。

週の活動を紹介する「今週の活動につい
て」を発行しています。「まいまいだよ
り」と共に今後も続けていきます。今回
の保護者アンケート結果も職員評価と共
にホームページに公表します。

苦情受付担当者、解決責任者を選任し、
契約時にお伝えしています。その他お問
い合わせを受けた時は、迅速に対応出来
る体制を整えています。

施錠の出来る書庫で保管すると共に処分
の際はシュレッダーで裁断し破棄してい
ます。
また、外部漏洩防止の為、全職員と個人
情報保護に関する書面を取り交わしてい
ます。
年度初めにマニュアルを配布しておりま
すのでご確認ください。
お手元に無い方はお知らせください。

学期に1回、年に3回様々な災害を想定し
実施しています。連絡帳やおたよりを通
して、訓練の内容・様子についてもお知
らせしていますのでご確認ください。

非
常
時
等
の
対
応

満
足
度

皆様から頂いたご意見を参考にし、職員
全員で良い支援が出来るように今後も
やっていきたいと思います。

事故や怪我などが起きた際は、速やかに
保護者の方に連絡・説明するようにして
います。

引き続き、安心感を持って通ってもらえ
るような支援をしていきたいと思いま
す。

楽しみにしているとの声を頂きありがた
く思います。

安全計画を作成し、研修や訓練を行って
います。安全計画はホームページにも掲
載しておりますのでご確認ください。

保
護
者
へ
の
説
明
等



（別紙４）

放課後等デイサービスまいまい２
公表日 2026年2月2日

利用児童数 2025/12/15     34名 回収数 33名

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 28 3 2

課題をやるスペースは等は仕切られて工
夫されている。
全員揃ったところを見たことがないので
わからない。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 30 1 2

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い
ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や
情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

27 3 3

入口までに階段がある。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。
また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。 31 1 1

いつも清潔で整理されている。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援
が受けられていると思いますか。  33

年齢が上がるにつれ、特性が変わる中、
支援も適切で、先を見据えてのアドバイ
スも有難い。
とてもそう思う。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と
合っていると思いますか 。 31 1

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分
析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて
いると思いますか。

33

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの
「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支
援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適
切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います
か。

32 1

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 33

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います
か。 31 2

平日も土曜日も様々なプログラムが組ま
れていて子どもは楽しめそうです。

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会
がありますか。 17 9 1 6

多分あると思う。
公園等で遊んでいる。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい
て丁寧な説明がありましたか。 33

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま
したか。 32 1

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています
か。

33 1

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に
ついて共通理解ができていると思いますか。 33

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 33
連絡帳だけではなく、面談は貴重な機会
になっている。
兄弟のことも気にかけて頂いて本当に有
難い。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 33
学校で不安定になった時もまいまいでは
安心して過ごせていたことがあり、親子
とも支えられた。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環
境
・
体
制
整
備

設置基準を超えた広さを確保していますが、まいま
い２は高学年の子どもが多いので少し狭いかなと思
うことはあります。ただ、まいまいでは静と動のメ
リハリをつけた活動を大切にしており、戸外などの
動の活動を充実させると共に、室内では気持ちを落
ち着かせ（このためには広すぎない方が良いと感じ
ます。）、課題に取り組むようにしています。学習
するグループと外出するグループを分けて静かな環
境で学習ができるように配慮しています。今年度
も、感染症対策として、窓を開けて換気をする、席
を離して座る、外出を多くするなどの対応を行いま
した職歴、資格等は、年度初めのまいまいだよりの職員
紹介欄に記載しています。基準の人数を配置し、条
件を満たす加算を頂いています。

ビルの２階でエレベーターがないという施設ですの
ですべての通所希望の方を受け入れることはできま
せん。室内もトイレ洗面所以外はバリアフリーと
なっていますが、洗面所に入る時には比較的高い段
差があります。手洗い、トイレの時には職員が付き
添うなど安全に配慮していきます。また外階段は雨
の日などは特に滑りやすいので、声かけや見守りな
どを行います。夕方の帰宅時は足元が不安な子に
は、懐中電灯を使用して安全に配慮します。まいま
い開業時から施設点検表を作成し、子どもたちが来
る前に施設設備、遊具などの点検を行っていますの
で今後も続けていきます。面談時などに施設を再度
見て頂き、気になる点はお知らせください。

子どもたちが帰った後におもちゃ・施設内外・玄関
内外・送迎車などをアルコール等で消毒していま
す。また、前述の通り生活空間は、活動に合わせて
分けています。

適
切
な
支
援
の
提
供

言語聴覚士の助言指導、研修などで学んだことなど
も取り入れ、支援を行っています。予定表なども使
い、子どもの特性に応じた支援を行っています。

支援プログラムを配布し、ホームページにも掲載し
ています。支援内容は日々の連絡帳でお知らせして
います。

半年に1度の面談や日々の連絡帳などご家庭と情報
交換をしながら個別支援計画を作成しています。

帰りの会で行うゲーム等も一週間を通して行うこと
で理解や習熟も進んでいきます。季節の行事、誕生
日会も大切にしていきます。３施設合同行事も行い
ました。市のイベント、作品展、様々な公園、児童
センター、水族館、科学館、福祉系大学との共同事
業などにも出かけ、体験プログラムにも参加しまし
た。学校の長期休業期間前は子どもたちに希望を聞
いて外出先を決めました。外食や調理も行いまし
た。
近隣の公園に行くと、地域の学童の子どもや近所の
子どもたちと会うことはあります。児童館も利用し
ています。

定期面談の他に、ご希望に合わせて、随
時、面談を行いました。今後も何か気に
なることなど、ご相談頂ければと思いま
す。

保
護
者

支援計画書や連絡帳、代理受領書などを
通してお知らせしています。ご不明な点
はお問合せください。

今後も連絡帳や送迎時、面談などの機会
を通して共通理解できるようにしていき
ます。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流
の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ
い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら
れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

20 8 5

保護者会が復活して嬉しい。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている
とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周
知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています
か。

32 1

連絡帳やLINEでも相談ができ、返事を
もらっている。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると
思いますか。 33

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制
等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ
れていますか。

32 1

写真付きの活動報告、いつも楽しく読ん
でいます。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 33

23
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま
すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

31 2

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓
練が行われていますか。 29 2 2

利用が少ないためわからない。

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、
安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。 32 1

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事
故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。 32 1

27 こどもは安心感をもって通所していますか。  32 1

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 33

先生やまいまいでの時間が好き。
いつもとても楽しみにしている。

29 事業所の支援に満足していますか。 33

大満足です。いつも助けられている。
全体的に良いしかない。何より本人が楽
しく過ごし、利用を楽しみにしているの
が一番。

卒業生の保護者による講演及び保護者会
を行いました。

満
足
度 学校と違って、子どもの年齢や状況、通所回数など

様々で、支援内容を考えるに当たって難しい面もあ
りますが、皆様から頂いたご意見を参考にし、職員
皆で、より良い支援ができるように今後も考えてい
きたいと思います。またご意見等お寄せください。

週の活動を紹介する『今週の活動』を発行していま
す。まいまいだよりと共に今後も続けていきます。
ホームページ上には行事などの様子を更新できませ
んでした。また年度当初には、利用マニュアルを配
布しています。今回の保護者アンケートの結果を基
に、まいまいの対応についてこの誌面とホームペー
ジでも公表します。職員による評価も公表します。

個人情報に関する書類は、施錠のできる書庫で保管
すると共に、処分する場合は、シュレッダーによる
細断を行った上で廃棄しています。また、外部漏洩
防止の為、全職員と個人情報保護に関する書面の取

非
常
時
等
の
対
応

年度初めにマニュアルを配布していますのでご確認
ください。お手元にない方、不安な方はお知らせく
ださい。

学期に１回、様々な災害を想定し、実施し、消防署
にも届け出ています。連絡帳やおたよりを通して、
訓練の内容、様子についてもお知らせしていますの
でご確認ください。

者
へ
の
説
明
等



放課後等デイサービスまいまい３
公表日 R8年3月26日

利用児童数 23 回収数 21

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 18 1 2

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 19 1 1

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い
ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や
情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

16 2 3 ・作業の取り組みスペースが分かりやす
い。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。
また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。 20 1

・自分の家のように心地よく過ごせてい
る。
・広すぎず、狭すぎず、丁度よいと思い
ます。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援
が受けられていると思いますか。  21 ・まいまいの先生方の専門性を信頼しています。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と
合っていると思いますか 。 21

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分
析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて
いると思いますか。

21
・親以外の視点で、「出来ること」、
「出来るようになりたいこと」を一緒に
考えて頂いている。

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの
「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支
援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適
切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います
か。

20 1

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 20 1

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います
か。 20 1

・猛暑の中でも、屋内で楽しく過ごせるよう沢山
工夫をしてくれている。
・様々な経験、体験をさせて頂きありがたいで
す。

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会
がありますか。 8 3 2 8 ・特に希望はしません。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい
て丁寧な説明がありましたか。 21

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま
したか。 21

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています
か。

18 2 1 ・参観日が設けられており、実際の見学もできま
した。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に
ついて共通理解ができていると思いますか。 20 1 ・連絡帳や、LINEで伝え合うことができ、安心し

ています。

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 21 ・面談では、過去から今に至る成長を確認できた
り、今後のこともお話出来てありがたいです。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 20 1
・とても思います。先生方からの声掛
け、励ましは本人も嬉しいと話していま
す。

保
護
者
へ

契約時や支援計画書・連絡帳・代理受領通知書など
を通してお知らせしています。ご不明な点はお問い
合わせください。

半年に１度の面談でお伝えしています。

県や市から送られてくるお知らせお伝えするように
しています。研修で学んだことを活かして面談など
で助言させていただいています。今年度から研修等
のお知らせをLINEでお伝えもしています。

連絡帳や必要に応じて電話でお伝えしております。
また、面談などの機会を通して共通理解出来るよう
にしていきます。

定期面談の他に必要に応じて面談を行っています。

困りごとがあれば聞き取り、学校の様子と合わせて
どうしていくのが良いのか職員間で共有していま
す。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

設置基準を超えた広さは確保していますが、子ども
の人数が多い時には狭いと感じる事はあります。た
だ、まいまいでは静と動のメリハリをつけた活動を
大切にしており、室内では気持ちを落ち着かせ課題
に取り組むよう、広すぎない方が良いとも感じま
す。

職歴、資格等は、年度初めのまいまいだよりの職員
紹介欄に記載しています。基準の人数を配置し、条
件を満たす加算を頂いています。

屋外入口の段差については、手すりを設置し対応し
ています。トイレ以外は段差のないバリアフリーに
なっています。
生活空間は、学習室（個別課題・製作・おやつな
ど）とプレイルーム（自由遊び・帰りの会など）で
活動を分けて行っています。

環
境
・
体
制
整
備

子どもたちが帰った後におもちゃ・作業用品・施設
内外・玄関内外・送迎車などのアルコール消毒を
行っています。

適
切
な
支
援
の
提
供

ガイドラインの内容を踏まえ、保護者との面談・児
童の状況を鑑みて作成を行っています。

面談時などに個別支援計画の説明をさせていただい
ております。

行事も季節ごとに変えて行っています。

児童館の利用はありますが、同級生にあまり会いた
くないと言う子が多いので、あまり関りを持たない
ようにしています。

県主催の研修などで学んだことなども取り入れ、支
援を行っています。また写真カード・絵カード・予
定表なども使い、子どもの特性に応じた支援を行っ
ています。

作成した支援プログラムをホームページに公表して
います。

半年に1度の面談や日々の連絡帳などご家庭と情報
交換をしながら個別支援計画を作成しています。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流
の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ
い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら
れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

14 3 4 ・保護者会の開催がありがたいです。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている
とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周
知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています
か。

20 1

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると
思いますか。 21

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制
等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ
れていますか。

20 1

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 21

23
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま
すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

21 ・コロナやインフルエンザの情報共有が
早く的確です。

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓
練が行われていますか。 19 2

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、
安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。 20 1

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事
故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。 19 2

27 こどもは安心感をもって通所していますか。  21

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 19 1 1 ・とても楽しみにしています。

29 事業所の支援に満足していますか。 20 1
・たくさんの経験をさせていただき感謝でいっぱ
いです。
・とても満足しています。

満
足
度

皆様から頂いたご意見を参考にし、職員皆でより良
い支援が出来るよう今後も考えていきたいと思いま
す。

引き続き、安心感を持って通ってもらえるような支
援をしていきたいと思います。

楽しみにしているとの声を頂きありがたく思いま
す。

へ
の
説
明
等

学期に１回、様々な災害を想定し実施しています。
連絡帳やおたよりを通して、訓練の内容・様子につ
いてもお知らせしていますのでご確認ください。

非
常
時
等
の
対
応

安全計画を作成し、研修や訓練を行っています。今
後、ホームページに掲載する予定です。

年度初めにマニュアルを配布しておりますのでご確
認ください。お手元に無い方はお知らせください。

施錠の出来る書庫で保管すると共に処分の際はシュ
レッダーで裁断し破棄しています。
また、外部漏洩防止の為、全職員と個人情報保護に
関する書面の取り交わしを行っています。

卒業生の保護者による講演会及び保護者会を行いま
した。

子どもや保護者の方の状況に応じて絵カードや写真
など、視覚的な情報伝達方法などを使用したり、配
慮をしています。

週の活動を紹介する「今週の活動について」を発行
しています。「まいまいだより」と共に今後も続け
ていきます。今回の保護者アンケートの結果も職員
評価と共にホームページに公表します。

苦情受付担当、解決責任者を選任し、契約時にお伝
えしています。その他お問い合わせなどを受けた時

は、迅速に対応出来る体制を整えています。



（別紙５）

放課後等デイサービスまいまい1・2・3
公表日 　　　　　R8年　　3月　　26日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 9

利用人数が多い日は狭いと感じる事もある
が、公園や散歩にも行くので、常に全員が同
じ部屋にいる状態にはなっていません。個別
課題や製作は学習室 行うなど それぞれ

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である
か。

7 2

送迎対応や利用人数により、足りないと感じ
る時もあるが、基準を満たした職員対応を
行っています。

職員一人一人のスキルアップは常に必要。
緊急時の欠員補充が難しい。

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている
か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化
や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

8 1

情報伝達は障害の特性に応じて、1日のスケ
ジュール表を作ったり、絵カードや写真など
を提示するなどしています。視力の悪い子に
はライトを点けるなど 配慮をし ます

建物の構造上やむを得ない階段や段差などが
あるので、職員が付き添って安全に配慮をし
ていく。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま
た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

8 1

子どもたちが帰った後に、室内・外玄関・お
もちゃ・個別課題の備品・送迎車などの掃除
とアルコール消毒を毎日行っています。ま
た 前述 通り それぞれ 活動に合わせた

一人で落ち着いて過ごせるような静かな部屋
があると良い。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら
れる環境になっているか。 

8 1

自由時間はそれぞれ子どもたちが過ごしたい
部屋や場所で過ごしています。個別の部屋が
ないので、外へ行く等の対応をしています。
パ クや発熱時は事務所を使 たりし

もう少し落ち着いて過ごせるような個別の空
間があると良い。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）
に、広く職員が参画しているか。

7 2

「振り返りと今後に向けて」というシートを
作成し非常勤を含む全職員に振り返りと目標
設定を実施しています。

会社全体で組織としての目標設定や振り返り
を行った方が良いと思う。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け
ており、その内容を業務改善につなげているか。

9

子ども家庭庁の様式を用いてアンケート調査
を実施し、職員で話し合いました。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に
つなげているか。

8 1

「振り返りと今後に向けて」というシートや
日々の打ち合わせの中でも職員の意見を把握
する機会を設け、業務の改善につなげていま
す

非常勤が集まって意見などを出し合う機会が
少ない。(機会を作りにくい)

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている
か。

9

第三者評価委員会には依頼していません。保
護者・事務所の二者評価としています。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で
研修を開催する機会が確保されているか。

9

非常勤職員にも周知し、研修機会を確保して
います。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  9

作成したプログラムをホームページに公表し
ています。

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計
画を作成しているか。

9

一人ひとりの状況や課題を把握出来る内容の
様式にし、それをもとに個別課題支援計画を
作成しています。

13
放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責
任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こ
どもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。 

9

個別支援計画を作成する前に、児童発達支援
管理責任者以外の職員も事前に計画を確認
し、その上で作成しています。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援
が行われているか 。

8 1

職員間で周知している。非常勤にも説明して
います。

出来上がった計画書の共有が不十分な時があ
る。

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ
ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな
アセスメントを使用する等により確認しているか。

6 3

言語聴覚士による発達や言語などの評価のも
とに職員の話し合いで対応を考えています。

アセスメントツールはあるが、活用は出来て
いない。インフォーマルで確認している。

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライ
ンの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、
「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい
及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に
設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

8 1

ガイドラインの内容を踏まえ、保護者との面
談・児童の状況を鑑みて作成を行っていま
す。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 9

子どもたちの状況を踏まえつつ、活動内容の
立案を職員会議で決定しています。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 9

帰りの会のプログラムなど週替わりで行って
います。製作も季節感を味わえるよう工夫し
ています。外出先も新たな場所を見つけてい
ます

事業所名

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

適
切
な
支
援
の
提

事業所における自己評価結果公表



19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放
課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。

9

課題や作業などの個別で活動する時間と、集
団で活動する時間があります。

20
支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の
内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい
るか。

9

朝の打ち合わせは、利用児童の確認・送迎ス
ケジュール・個別内容・支援内容・申し送り
事項などを話し合っています。午後の打ち合
わせは 非常勤職員も含め 話し合 を実施

全員が打ち合わせに揃わない事がある。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援
の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

7 2

送迎時を含めたその日の児童の状況を話し合
い、支援内容の反省を行なっている。それを
日誌などに記録し、翌日への申し送り事項と
し対応し ます 非常勤職員は終業時刻が

非常勤職員は、翌日以降の申し送りになって
しまう事がある。
常勤職員も送迎で戻りが遅くなった日は、翌
日に振り返る事がある

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に
つなげているか。

9

児童の状況は個別の記録、日誌、送迎表に記
録しています。全体での状況や電話、面談、
反省、改善点、申し送り事項も日誌に記録し

ます また 電話連絡などをし 情報を

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直し
の必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。

9

半年ごとの面談において、モニタリングを行
い見直しています。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組
み合わせて支援を行っているか。

9

ガイドラインの総則では、基本活動に示され
た4つの活動を組み合わせて支援を行うことが
求められています。まいまいでは、それらを
組み合わせた活動を行 ます

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決
定をする力を育てるための支援を行っているか。

9

おやつや個別課題など、活動の中で、自己選
択が出来る機会を作り、自己決定する力を育
てています。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議
に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

9

職員全体の意見も聞き、担当職員が参加して
います。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、
教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

7 2

ＴＭＧ朝霞医療センターと連携をし、万が一
の事故や病気などの際は、対応してもらう体
制をとっています。また、発作時の対応方法
や主治医 意見書を保護者 方を通じ 頂

医療機関の主治医との連携が取れると良い。

28
学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時
刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）
を適切に行っているか。

9

学校のホームページを確認したり、学校から
の配布文書を保護者の方を通して頂き確認し
ています。送迎についての学校主催の会議な
どには参加し ます

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支
援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。

7 2

まいまい2・まいまい3では、該当の情報共有
は行っておりません。まいまい1では、相談支
援事業所や保護者を介して行う他、直接保育
所や児童発達支援事業所に出向き 子ども

30
学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所
等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等して
いるか。

6 3

相談支援員や保護者の方が福祉サービスに伝
えたり、要請があれば、情報共有を行なって
います。

情報共有している事業所としていない事業所
がある。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー
パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。

4 5

地域の児童発達支援センター主催の研修など
に参加しています。

スーパーバイズや助言を受ける研修は機会を
設けていない。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動す
る機会があるか。

5 4

地域の他の子どもと一緒に活動をする機会は
少ないですが、児童センターなどに行く機会
を設けています。

意図した交流はしていない。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 9

朝霞市の精神部会とこども部会に任命された
職員が参加しています。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や
課題について共通理解を持っているか。

9

連絡帳や送迎時、電話、LINE、面談時に伝え
ています。

35
家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ
ラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機
会や情報提供等を行っているか。 

8 1

ペアレントトレーニング指導者養成研修修了
者がいるので、面談などの助言に活かしてい
ます。また、研修の案内等の情報提供を行っ

ます

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を
行っているか。

9

契約時や面談などで説明を行うとともに、利
用案内、利用者負担などの文書でもお伝えし
ています。

37
放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意
思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど
もや家族の意向を確認する機会を設けているか。 

9

日常の活動の中で、子どもの意向を確認した
り、面談時に保護者の方からの意向を確認し
ています。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行
い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。

9

面談時に個別支援計画を示しながら説明を
行っています。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必
要な助言と支援を行っているか。

9

連絡帳や送迎時、電話、LINE、面談などで随
時、対応しています。

保

供

関
係
機
関
や
保
護
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の
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40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ
り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま
た、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしている
か。

9

卒業生の保護者の講演会を開催しました。今
後の状況をみて、保護者参観や親子レクリ
エーションなども開催して、連携の支援を
行っていきたいと思います。

きょうだい同士の交流機会は設けたことがな
い。

41
こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも
に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に
対応しているか。

9

苦情受付担当、解決責任者を選任し、契約時
にお伝えしております。問い合わせや苦情な
どを受けた時は、すぐに状況を把握し、文
書 電話 面談など 対応出来る体制を整え

42
定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ
り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対
して発信しているか。

9

週の活動を紹介する「今週の活動」の他、
「まいまいだより」などで行事や製作活動な
どの紹介をしています。また年度当初には、
利用 ルを配布し ます

毎週、定期的に発行出来ない時もある。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 9

個人情報は鍵付きの書庫に保管しています。
またそれが外部に出る事がないように、全職
員と契約書類を交わしています。今後も十分
に配慮し きます

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮
をしているか。

9

子どもや保護者の方の状況に応じて絵カード
や写真など、視覚的な情報伝達方法などを使
用したり、配慮をしています。

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を
図っているか。

1 8

市の行事やお祭り、イベントなどには参加し
ています。

地域住民を招待するなどの行事は行っていな
い。

46
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも
に、発生を想定した訓練を実施しているか。

8 1

各マニュアルについては、ご家庭への配布や
室内掲示をし、職員研修も行っています。
ホームページにも掲載しておりますので、ご
覧くださ

確実に周知する為に、面談時などに再度お伝
えする。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、
定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。

9

非常災害に備えた業務継続計画を策定し、訓
練を行っています。業務継続計画は、ホーム
ページにも掲載していますので、ご覧くださ

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し
ているか。

9

医師からの指示を保護者の方を通して情報を
頂き、職員で共有し、対応をしています。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応
がされているか。

5 4

医師からの指示を保護者の方を通して情報を
頂き、職員で共有し、対応をしています。ア
レルギー表を作成、掲示し、アレルギーのあ
る子どもが利用する日は 他 子にもアレル

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措
置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。

9

安全計画を作成し、室内掲示をしている他、
研修や訓練を行っています。ホームページに
も掲載しておりますので、ご覧ください。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全
計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

8 1

安全計画に基づき避難訓練などを行っていま
す。その様子を連絡帳やおたよりでお伝えし
ています。また上記の通り、安全計画は、
ホ ムペ ジに掲載し おります ご覧

確実に周知する為に、面談時などに再度お伝
えする。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について
検討をしているか。

9

ヒヤリハット事例やケガなどの事故事例が発
生してしまった時には会議を開催し、対応や
改善策を協議すると共に、報告書を作成し、
職員に回覧し 周知をし ます

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を
しているか。

9

計画を立てて、事業所内、県の研修に参加し
ています。

54
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に
決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放
課後等デイサービス計画に記載しているか。

8 1

やむを得ない身体拘束に該当する児童は、保
護者に相談し、了解を得た上で、サービス計
画にも記載し行っています。
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